
ご意見、ご要望をお気軽にお電話下さい。
●常総地方老人福祉センター「白寿荘」　　0297（48）3217

●常総環境センター　　　　　　　　　　　0297（48）2314

●常総運動公園　　　　　　　　　　　　　0297（48）5675

●常総広域消防　　　　　　　　　　　　　0297（23）0119

●消防テレホンサービス　　　　　　　　　0297（22）0119

　（常総〈旧石下地区を除く〉・ 守谷・つくばみらい地区）

●常総広域視聴覚ライブラリー　　　　　　0297（48）2339

●県南総合防災センター　　　　　　　　　0297（83）2776

2号キルン（熱分解ドラム）の設置作業

　
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
新
ご
み
処
理
施

設
建
設
工
事
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
の
５
カ
年
で
新
施
設
を
建
設

し
、
新
施
設
稼
働
後
に
既
存
施
設
を
解

体
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
20
年
度
は
設
計
図
書
の
作
成
、

建
設
位
置
に
あ
た
る
運
動
公
園
内
の
遊

具
施
設
等
の
撤
去
、
現
常
総
環
境
セ
ン

タ
ー
内
の
仮
設
計
量
機
な
ど
の
準
備
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
や
事

業
の
妥
当
性
に
つ
い
て
約
６
カ
月
間
工

事
を
中
断
し
て
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
、
建
設
費

に
つ
い
て
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
の

で
、
平
成
21
年
６
月
か
ら
工
事
を
再
開

し
ま
し
た
。
工
事
再
開
後
は
現
場
事
務

所
の
設
置
、
新
施
設
建
設
に
伴
う
造
成

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
３
月
か
ら
は
土
木
建
築
工

事
が
本
格
化
し
、
杭
打
ち
工
事
、
掘
削

工
事
な
ど
の
土
木
工
事
に
始
ま
り
、
鉄

筋
工
事
、
型
枠
工
事
、
鉄
骨
工
事
な
ど

の
建
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
現
在
の
工
事
状
況
〕

　
平
成
22
年
10
月
現
在
で
全
体
工
程
の

約
20
％
ま
で
進
み
、
平
成
24
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
日
々
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

設
置
さ
れ
る
機
器
類
は
、
全
体
の
約
70

％
が
発
注
済
み
で
各
工
場
で
製
作
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
建
物
の
工
事
に
合
わ

せ
て
順
次
、
搬
入
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
焼
却
施
設
と
資
源
化
施
設
か
ら
な
る

新
工
場
は
、
現
在
２
階
部
分
ま
で
鉄
骨

が
組
み
あ
が
り
、
床
も
出
来
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
機
器
の
設
置
も
次
々

と
始
ま
り
、
８
月
に
は
１
階
部
分
に
焼

却
施
設
の
残
渣
冷
却
コ
ン
ベ
ヤ
、
資
源

化
施
設
に
は
圧
縮
機
・
梱
包
機
等
が
設

置
さ
れ
、
10
月
に
は
焼
却
施
設
の
中
核

と
な
る
キ
ル
ン（
熱
分
解
ド
ラ
ム
）が
入

り
、
５
５
０
ト
ン
の
大
型
ク
レ
ー
ン
を

使
い
設
置
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
今
後
の
予
定
と
お
願
い
〕

　
今
後
の
予
定
は
、
来
年
の
３
月
頃
ま

で
に
は
全
体
工
程
の
約
40
％
ま
で
進
み
、

最
上
階
の
６
階
ま
で
鉄
骨
が
組
み
あ
が

り
、
床
も
大
部
分
が
完
成
し
ま
す
。
機

器
の
搬
入
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
焼
却

施
設
の
主
要
機
器
で
あ
る
ボ
イ
ラ
ー
、

燃
焼
溶
融
炉
、
集
じ
ん
設
備
等
が
据
え

付
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
資
源
化
施
設
に
は
、
破
砕
機
、
各
種

コ
ン
ベ
ヤ
類
、
選
別
機
等
の
機
器
が
据

え
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
に
御
用
の
あ
る
方
は
、

本
格
的
な
工
事
に
よ
り
構
内
が
大
変
せ

ま
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
場
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

大
型
の
工
事
車
両
が
運
行
し
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環境センター屋上から見た工事現場全景

2233
11

2

1

3

 2号キルン炉

薬剤貯留タンク

 3号キルン炉

平成22年11月29日　第45号
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常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
平

成
21
年
に
圏
域
内
各
市
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
ご
み
減
量

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
が
出
な
い
よ

う
に
工
夫
す
る
）
、
リ
ユ
ー
ス（
ご
み
に
し
な
い
で
く
り
返
し
使
う
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る
）
を
考
え
な
が
ら
、
次

の
よ
う
な
事
柄
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
事
業

　
　
　
　
　
　 

の
推
進

プラスチック製容器包装
（プラ容器）

容器本体の裏

面、底面また

はラベルに識

別マークが記

載

内容物、付着

物がないよう

にする

“プラ”マークが付いてることを確認

汚れているものは、拭き取る、または洗って水気を

切る

残り水を活用

　食料品や日用品を入れたプラスチック製の容器や

包装物のことで、プラマークを目印に分別します。

　これらは原材料や化学原料としてリサイクルされ

ます。

備　　考分　　別　　方　　法

１

中身は使い切って

２

３

　
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現

在
５
種
13
分
別
に
よ
る
ご
み
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

ご
み
を
更
に
細
分
化
す
る
こ
と
に

よ
る
資
源
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
に

合
わ
せ
平
成
24
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
不
燃
ご
み
で
出
し
て
い
た
①

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装（
プ

ラ
容
器
）
」
と
②
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」
・
③
「
廃
蛍
光
管
」
を
新
た

に
資
源
物
や
有
害
ご
み
と
し
た
５

種
16
分
別
に
移
行
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ご
み
の
分
別
方
法
は
、

左
図
の
よ
う
に
、

①
プ
ラ
容
器
は
、
プ
ラ
マ
ー
ク
を

目
印
に
し
て
、
資
源
物
専
用
袋
に

入
れ
て
、
袋
の
「
プ
ラ
」
に
丸
を

つ
け
て
出
し
ま
す
。

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ペ
ッ
ト
マ

ー
ク
を
目
印
に
し
て
、
袋
の
「
ペ

ッ
ト
」
に
丸
を
つ
け
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

③
廃
蛍
光
管
は
、
公
民
館
な
ど
決

め
ら
れ
た
収
集
場
所
へ
、
割
れ
な

い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
目
印
と
分
別
方
法
の
詳
細
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
が
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
プ
ラ
容
器
は
汚
れ
て
い

る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
ご
み
分
別
に
よ
る

　
　
　
　  

資
源
化
推
進

１ペ　ッ　ト　ボ　ト　ル

　ＰＥＴマークを目印に分別します。ただし、同じ材質
でも中に入っているもの（例：ソースや油類など）によ
っては、ペットボトルとしてリサイクルできませんので、
キャップやラベルと同じプラスチック製容器包装（プラ
容器）として出します。
　これらは原材料や化学原料としてリサイクルされます。

容器のラベル又

は底面に識別の

マークが記載

“ペットボトル”マークが付いてるもの

キャップは必ず取り、　　ラベルを剥がす

備　　考分　　別　　方　　法

１

中身は残さずに２

３

洗って、　　　　水気を切って、　つぶす 残り水を活用

キャップとラベ

ルはプラ容器へ

４

2

廃　 蛍　 光　 管

　蛍光管の中には微量の水銀が含ま
れていることから、有害ごみ扱いと
なります。直管・環形（円形）・電
球型・コンパクトの各タイプが対象
です。ただし、割れたものや白熱球、
ＬＥＤ球については不燃ごみとして
出します。
　これらは、原材料分野でリサイク
ルされます。

3
　
可
燃
ご
み
の
約
半
分
を
占
め
る
生
ご

み
を
可
燃
ご
み
か
ら
分
別
収
集
し
、
堆

肥
化
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
と

焼
却
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
抑
え
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
環
境
セ
ン
タ

ー
で
は
、
現
在
、
守
谷
事
業
所
と
取
手

事
業
所
に
お
い
て
生
ご
み
の
堆
肥
化
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
は
、
構
成
４
市
の
モ
デ

ル
地
区
に
お
い
て
、
５
、
４
７
８
世
帯

の
協
力
に
よ
り
、
年
間
約
５
６
０
ト
ン

の
生
ご
み
を
処
理
し
、
ご
み
の
減
量
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

両
事
業
所
の
処
理
能
力
や
シ
ス
テ
ム
の

改
善
及
び
排
出
・
収
集
・
運
搬
体
制
な

ど
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
地
域
性

に
そ
っ
た
効
率
良
い
堆
肥
化
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

・コップ、瀬戸物など…割れ物類
・かばん、靴など…皮革・ゴム製品
・ＣＤ、ナイロンたわしなど…容器包装以外のプ
　ラスチック製品
・ドライヤー、電気カミソリなど…小型家電製品
・その他、これまで不燃ごみで収集された物でプ
　ラ容器、ＰＥＴ、蛍光管のいずれにも該当しな
　い物

不燃ごみとして残るもの

※該当する物に○を付けて出してください。

資源物専用袋

缶 ・ プラ ・ ペット

資源物専用袋

缶 ・ プラ ・ ペット

プラスチック製容器包装（プラ容器）

※汚れているものは、拭き取
　るか、または、洗って水気
　をきってください。

1

※中身は残さずに、洗って、水気
　をきって、つぶしてください。
※キャップとラベルは、はずして
　プラ容器へ。

2

新 ご み の 分 別 方 法

※割れないように出してく
　ださい。

3

公民館などで収集します

廃蛍光管（有害ごみ） ペットボトル

不燃ごみ専用袋



じ ょ う そ う 平成22年11月29日発行（３）第４５号

　平成21年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計歳入歳出決算は、歳入61億3,291万円（対前年比8.0％増）、歳出57億 
9,515万円（対前年比8.6%増）となり、歳入と歳出の差引額は3億3,776万円で翌年度へ繰り越しました。

白
寿
カ
ラ
オ
ケ
大
会

白
寿
荘
行
事
申
込
窓
口

：常総環境センター管理運営経費、ごみ処理施設更新事業費

：消防の管理運営経費、高規格救急自動車購入費

：組合借入償還金

：常総運動公園の管理運営経費

：常総環境センター建設基金への積立金

：総括的運営調整経費、職員共同研修経費、公平委員会・監査・ 

　防災センターの運営経費　等 

：白寿荘の管理運営経費、障害者施設整備費、白寿荘建替事業費

：議会関係の運営費

：教育委員会運営経費、視聴覚ライブラリー管理運営経費

衛 生 費 

消 防 費

公 債 費

土 木 費

諸支出金

総 務 費

民 生 費

議 会 費

教 育 費

分担金及び負担金：
組合債：

繰越金：
使用料及び手数料：

国庫支出金：
諸収入：

繰入金：
財産収入：

構成４市からの負担金
ごみ処理施設整備、福祉施設整備・高規格救急自動車
購入の借入金 
前年度繰越金
常総運動公園・白寿荘の施設使用料、自動販売機設置 
使用料等、ごみ処理・危険物取扱手数料
ごみ処理施設更新事業に対する国からの交付金
資源物売払、廃プラスチック固形燃料売払、銀行預金
利子、高速道路救急事業支弁金　等
常総環境センター建設基金からの繰入金
常総環境センター建設基金の銀行預金利子

◇
組
合
議
会
定
例
会（
３
月
30
日
）

・
平
成
21
年
度
組
合
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
４
号
）
（
可
決
）

　
（
歳
入
歳
出
３
千
２
百
59
万
１

　
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
61
億

　
４
百
76
万
円
と
し
た
）

・
平
成
22

　
算
（
可
決
）

　
（
歳
入
歳
出
１
百
27

　
百
22

　
外
２
議
案
可
決

　
め
る
請
願
（
継
続
審
査
）

◇
組
合
議
会
臨
時
会（
４
月
13
日
）

・
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
暫
定
廃
プ

　
ラ
ス
チ
ッ
ク
圧
縮
梱
包
固
形
燃

　
料
製
造
事
業
に
つ
い
て
茨
城
県

　
の
指
示
に
関
す
る
意
見
書
（
可

　
決
）
外
１
議
案
可
決

◇
組
合
議
会
臨
時
会（
７
月
５
日
）

・
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
契
約

　
の
締
結
（
可
決
）

　
（
水
海
道
消
防
署
北
出
張
所
配

　
備
車
で
契
約
額
３
千
46
万
円
）

　
外
４
議
案
可
決
・
選
任
同
意

◇
組
合
議
会
臨
時
会（
８
月
24
日
）

・（
仮
称
）常
総
地
方
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
可
決
）

　
（
契
約
額
６
億
４
千
50
万
円
）

・（
仮
称
）常
総
地
方
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
の

　
締
結
（
可
決
）

　
（
契
約
額
２
億
２
千
７
百
58
万

　
７
千
５
百
円
）

◇
組
合
議
会
定
例
会（
10
月
19
日
）

・
平
成
21
年
度
組
合
一
般
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算
（
認
定
）

　
（
歳
入
61
億
３
千
２
百
91
万
１

　
千
７
百
５
円
、
歳
出
57
億
９
千

　
５
百
15
万
１
千
３
百
32
円
の
認

　
定
）
外
２
議
案
可
決
・
承
認

・
ゴ
ミ
有
料
化
実
施
中
止
を
求
め

　
る
請
願
（
継
続
審
査
）

・
常
総
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
費
用

　
負
担
の
軽
減
と
、
安
全
を
求
め

　
て
進
行
中
の
焼
却
炉
建
設
を
中

　
断
し
、
既
存
炉
の
基
幹
改
修
を

　
求
め
る
請
願
（
不
採
択
） 

平成21年度決算の概要

白 

寿 

書 

道 

展

常
総
地
方
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー「
白
寿
荘
」

第
30
回
常
総
広
域
圏
小
学
生

な
わ
と
び
競
技
大
会

参  

加  

者  

募  

集

常 

総 

運 

動 

公 

園

指
名
願
の
受
付

指
名
願
の
受
付

議 

会 

報 

告

《
開
催
日
》

平
成
23
年
２
月
２
日
（
水
）

《
内
　
容
》
白
寿
荘
が
依
頼
し
た

講
師
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
作
品
の

審
査
を
行
い
、
作
品
の
講
評
や
指

導
を
行
な
い
ま
す
。
な
お
、
出
品

作
品
は
２
月
11
日
（
金
）
ま
で
会

議
室
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

《
募
集
作
品
》
各
市
約
10
点
（
１

人
２
点
ま
で
）
額
、
軸
装
（
仮
表

装
可
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
募
集
期
間
》
平
成
22
年
12
月
24

日
〜
平
成
23
年
１
月
13
日

《
開
催
日
》

平
成
23
年
２
月
17
日
（
木
）

《
内
　
容
》
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
、
皆
様
で
競
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

《
募
集
人
員
》
各
市
約
15
名

《
募
集
期
間
》
平
成
23
年
１
月
４

日
〜
１
月
17
日

《
開
催
日
》

平
成
23
年
３
月
10
日
（
木
）

《
内
　
容
》
日
頃
の
カ
ラ
オ
ケ
練

習
の
成
果
を
発
表
し
、
皆
様
で
競

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
募
集
人
員
》
各
市
約
15
名

《
募
集
期
間
》
平
成
23
年
１
月
17

日
〜
２
月
７
日

○
常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

　
　
０
２
９
７（
23
）２
２
３
３

○
取
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

　
　
０
２
９
７（
73
）３
０
１
０

○
守
谷
市
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉 

　
グ
ル
ー
プ

　
　
０
２
９
７（
45
）１
１
１
１

○
つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
福
祉
課

　
　
０
２
９
７（
58
）２
１
１
１

○
坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
０
２
９
７（
35
）４
８
１
１

《
開
催
期
日
》

平
成
23
年
２
月
27
日（
日
）

《
大
会
会
場
》
常
総
運
動
公
園
　

総
合
体
育
館 

      

《
申
込
方
法
》
平
成
23
年
１
月
に

各
学
校
宛
に
参
加
申
込
書
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
学

校
か
ら
参
加
申
込
書
を
い
た
だ
き
、

必
要
事
項
を
記
入
し
（
保
護
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
）
平
成
23
年
２

月
４
日
（
金
）
ま
で
に
学
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
大
会
日
程
》

開
会
式
　
　
　
　
９
時
30
分       

二
重
と
び
　
　
　
10
時
開
始

時
間
と
び
予
選
　
11
時
30
分
開
始 

時
間
と
び
決
勝
　
12
時
30
分
開
始 

※
二
重
と
び
・
時
間
と
び
両
種
目

　
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
平
成
23
・
24
年
度
に
組
合
が
発 

注
す
る
工
事
の
請
負
、
物
品
の
納 

入
等
の
入
札
、
見
積
等
へ
の
参
加 

希
望
者
の
指
名
願
（
一
般〈
指
名
〉 

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
） 

を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
組
合
事
業
内
容

・
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー

・
常
総
広
域
消
防
本
部

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
常
総
運
動
公
園

・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

◆
提
出
書
類

　
工
事
請
負
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

業
務
は
、
全
省
庁
統
一
様
式
に
組 

合
指
定
書
類
を
添
付
し
、
物
品
納 

入
等
は
、
組
合
指
定
を
使
用
し
、 

提
出
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
各
業
種
ご
と
に
必
要
書 

類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
組
合
で 

配
布
す
る
申
請
書
類
提
出
要
項 

（
11
月
下
旬
頃
配
布
予
定
）
を
ご 

参
照
下
さ
い
。
（
要
項
は
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）

◆
受
付
期
間

　
平
成
23
年
１
月
４
日
か
ら

　
平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
国
民
の 

祝
日
を
除
き
ま
す
）

◆
提
出
方
法

　
直
接
持
参
し
て
下
さ
い
。

◆
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務 

組
合
管
理
課

　
　
０
２
９
７（
48
）２
３
３
９



　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
る
温
浴
施
設
で
あ

る
（
仮
称
）
常
総
地
方
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
は
平
成
24
年
４
月
を

予
定
し
て
お
り
、
施
設
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
温
浴
施
設
〉

　
２
階
・
３
階
に
露
天
・
展
望
・

サ
ウ
ナ
風
呂
等
の
浴
室
を
配
置
し
、

風
呂
上
り
の
休
憩
や
家
族
利
用
者

の
だ
ん
ら
ん
に
利
用
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

〈
宿
泊
・
休
憩
室
〉

　
２
階
・
３
階
の
宿
泊
・
休
憩
室

に
は
、
各
階
洋
室
３
部
屋
、
和
室

４
部
屋
を
配
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
も
対
応
し
た
、
ど
な
た
で
も

快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〈
地
域
特
産
物
直
売
所
〉

　
地
域
の
交
流
を
目
指
し
た
、
地

元
産
朝
採
り
野
菜
や
加
工
品
な
ど

の
販
売
ス
ペ
ー
ス
。（
１
階
）

〈
健
康
増
進
室
〉

　
毎
日
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ペ
ー
ス
。

（
１
階
）

〈
多
目
的
ホ
ー
ル
〉

　
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
宴
会
、
休
憩
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
。（
１
階
）

　
さ
ら
に
、
会
議

や
研
修
に
利
用
で

き
る
研
修
室
や
食

事
休
憩
が
で
き
る

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
建
設
場
所
は
、

既
存
施
設
「
白
寿

荘
」
の
隣
接
地
で

す
。

　
現
在
の
常
総
地
方
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
白
寿
荘
」
は
、
昭
和
50

年
３
月
開
設
以
来
、
圏
域
内
高
齢

者
の
憩
い
の
場
と
し
て
地
域
の
皆

様
に
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
す
で
に
35
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
ご
み
焼
却
施
設
の
建

替
に
あ
わ
せ
て
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
新
施
設
に
お
い

て
、
ご
み
を
焼
却
し
た
熱
を
利
用

し
て
発
電
し
た
電
気
と
温
水
を
利

用
す
る
た
め
で
す
。

　
建
設
は
平
成
22
年
度
か
ら
２
ヶ

年
で
施
工
し
、
既
存
施
設
の
解
体

工
事
は
、
新
施
設
オ
ー
プ
ン
後
の

平
成
24
年
度
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
施
設
「
白
寿
荘
」
を
営

業
し
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま
す

の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解
の

程
お
願
い
し
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

◆
用
　
途
　
温
浴
・
宿
泊
施
設

◆
構
　
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
造
、
一
部
鉄
骨
造

　
　
地
上
３
階
（
Ｍ
３
含
む
）
地

　
　
下
１
階

◆
延
床
面
積
　
２
９
７
０
・
81
m2

◆
宿
泊
定
員
　
66
名

◆
和
室
８
部
屋
　
48
名
　

◆
洋
室
６
部
屋
　
18
名

　
現
在
、
営
業
中
の
「
白
寿
荘
」

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
「
忘
年

会
」
や
「
新
年
会
」
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
だ
、
一
部
空
き

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（仮称）常総地方福祉センター
完成予想図

茨城県ドクターヘリと消防との連携訓練

軟 式 野 球

サ ッ カ ー

茨
城
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始

茨
城
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始

中
学
校
球
技
大
会

中
学
校
球
技
大
会

　
平
成
22
年
７
月
１
日
、
茨
城
県

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
開
始
に
な

り
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
水
戸
医
療

セ
ン
タ
ー
又
は
水
戸
済
生
会
総
合

病
院
に
待
機
し
て
い
ま
す
が
、
消

防
機
関
等
か
ら
要
請
に
よ
り
、
救

急
医
療
専
門
の
医
師
や
看
護
師
が

搭
乗
し
て
、
直
ち
に
救
急
現
場
に

向
か
い
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
飛
行
速
度
は
、

時
速
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

で
、
出
動
要
請
か
ら
30
分
以
内
に

は
県
内
の
ど
こ
に
で
も
到
着
可
能

で
す
。
「
空
飛
ぶ
救
急
救
命
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
地
元
消
防
本
部
と

の
連
携
プ
レ
ー
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
運
航
開
始
に
先

立
ち
、
事
前
に
県
内
の
各

消
防
本
部
と
の
間
で
連
携

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
10
月
末
現
在
、

当
消
防
本
部
で
は
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
を
２
回

要
請
し
て
お
り
、
迅
速
な

救
急
活
動
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

◆
常
総
地
方
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
警

防
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
７
―

２
３
―

０

９
０
３

◆
取
手
市
消
防
本
部
警
防
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
７
―

７
４
―

５

８
９
５

　
８
月
18
日
か
ら
22
日
に
常
総
広

域
圏
内
の
中
学
校
対
抗
で
球
技
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
軟
式
野
球
の
部

優
勝
　
藤
代
中（
取
手
市
）

２
位
　
伊
奈
東
中（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

３
位
　
御
所
ヶ
丘
中（
守
谷
市
）

３
位
　
け
や
き
台
中（
守
谷
市
）

◆
サ
ッ
カ
ー
の
部

優
勝
　
藤
代
南
中（
取
手
市
）

２
位
　
愛
宕
中（
守
谷
市
）

３
位
　
水
海
道
中（
常
総
市
）

３
位
　
水
海
道
西
中（
常
総
市
）

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部

《
男
子
団
体
》

優
勝
　
藤
代
南
中（
取
手
市
）

２
位
　
小
絹
中（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

３
位
　
岩
井
中（
坂
東
市
）

３
位
　
伊
奈
中（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

《
男
子
個
人
》

優
勝
　
菅
田
・
石
浜
組（
藤
代
南
中
）

２
位
　
常
深
・
小
磯
組（
小
絹
中
）

３
位
　
村
上
・
菊
田
組（
伊
奈
中
）

３
位
　
渡
辺
・
吉
岡
組（
岩
井
中
）

《
女
子
団
体
》

優
勝
　
愛
宕
中（
守
谷
市
）

２
位
　
谷
和
原
中（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

３
位
　
小
絹
中（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

３
位
　
永
山
中（
取
手
市)

《
女
子
個
人
》

優
勝
　
仲
山
・
渡
邉
組（
愛
宕
中
）

２
位
　
川
口
・
飯
泉
組（
谷
和
原
中
）

３
位
　
鈴
木
・
田
中
組（
小
絹
中
）

３
位
　
飯
塚
・
尾
高
組（
愛
宕
中
）

じ ょ う そ う平成22年11月29日発行 第４５号（４）


